
漢
籍
訓
点
資
料
に
於
る
往
昔
法
の
変
遷

序
洪
餓
訓
点
資
料
は
日
本
洪
音
の
研
究
資
料
と
し
て
訳
要
な
位
置
を
占
め
る
0

・
言
　
　
　
　
　
い
ハ
蝣
"
-
M
具
　
　
‥
)
'
.
^
'
v
,
-
¥
∴
　
　
=

校
に
依
っ
て
投
首
の
史
的
変
遷
の
把
握
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
問
題
と

な
る
の
は
、
こ
れ
等
の
資
料
に
は
'
音
注
の
形
態
と
し
て
「
反
切
注
一
同
音
字

江
)
」
と
い
う
'
何
ら
か
の
中
国
州
の
典
拠
を
訂
す
る
音
江
が
多
-
嬰
ら
れ
る
と

い
う
ポ
実
で
あ
る
O
そ
し
て
'
こ
の
反
切
注
の
占
め
る
比
率
は
、
何
時
代
に
こ
於

て
も
一
定
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
減
少
し
'

南
北
朝
・
室
町
期
に
到
る
と
仮
名
油
日
音
注
に
主
流
が
移
っ
て
行
-
と
い
う
情
況

を
見
て
取
る
事
が
出
来
る
。

洪
甜
訓
点
資
料
に
於
る
そ
の
様
な
往
昔
形
態
の
変
速
が
'
字
廿
(
洪
壬
　
の

内
実
そ
れ
自
体
の
変
遷
と
い
か
に
関
係
す
る
の
か
。
珊
者
当
両
の
研
究
課
題
の

1
環
と
し
て
如
上
の
間
過
を
設
-
 
"
蝣
蝣
^
1
し
考
察
を
加
え
る
。

l
、
平
安
中
期
の
書
入
れ
形
態

o
^
:
<
s
-
山
・
蝣
'
*
y
中
間
点

こ
の
史
料
に
は
'
平
安
中
州
加
点
と
見
ら
れ
る
甲
種
の
朱
点
と
:
F
芸
州
'
乙
和

の
光
点
と
i
?
点
へ
丙
碓
点
、
及
び
角
肇
点
の
四
種
類
の
古
入
れ
が
祈
る
。
加
点

(江・・)

肘
伴
は
'
甲
種
点
へ
角
頂
点
、
乙
柿
点
'
丙
種
点
と
な
る
O
こ
の
中
、
乙
和
朱

沼
　
　
本
　
　
克
　
　
明

・

'

*

*

蝣

<

!

-

-

 

'

'

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

　

　

十

1

1

.

"

・

,

 

-

,

.

,

 

~

I

>

・

-

蝣

'

甲
秤
の
米
点
・
墨
点
で
は
、
両
点
共
に
和
訓
・
字
音
萱
不
す
注
記
が
'
字
画

の
間
や
伐
に
極
め
て
小
字
で
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
乙
種
点
で
も
'
多
少
字
体

は
大
き
め
に
な
っ
て
は
い
る
が
'
総
体
的
に
は
や
は
り
後
の
点
本
の
書
入
れ
と

C
i
r
J
"
)

比
佼
し
て
小
さ
い
.
即
ち
'
小
林
芳
規
博
士
の
指
摘
さ
れ
る
如
く
肺
忘
的
機

能
を
'
こ
の
書
入
れ
形
態
に
依
っ
て
試
み
収
る
鞘
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
輿

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
和
訓
注
と
字
音
注
と
の
問
に
'
字
体
の
大
き
さ
の
上

で
全
く
棚
迎
が
存
し
な
い
と
い
う
点
で
、
こ
れ
が
次
の
毛
詩
残
巻
で
は
g
i
'
な
っ

函
%
a
m

殉
叩
点
の
字
体
は
'
朱
点
・
畏
点
に
比
絞
し
て
非
常
に
大
き
い
。
こ
れ
は
小

字
に
す
れ
ば
読
解
不
可
能
と
い
う
事
で
あ
ろ
う
。

次
に
'
こ
れ
等
各
点
の
音
注
の
性
格
と
放
H
脱
に
つ
い
て
見
る
。

甲
柾
と
乙
種
の
朱
点
・
重
点
合
わ
せ
て
約
二
百
七
十
条
の
音
注
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
昔
注
は
、
主
と
し
て
'
階
梯
明
「
経
典
釈
文
」
か
ら
引

(

_

し

3

)

E
=
さ
れ
て
お
り
'
そ
の
他
'
梶
か
に
他
の
m
F
=
か
ら
と
思
わ
れ
る
も
の
が
布
ソ
9
8

こ
れ
等
の
廿
注
は
言
う
ま
で
も
な
く
典
拠
を
持
っ
た
正
式
音
注
で
あ
る
。
然
し

た
だ
1
例
の
み
「
経
典
釈
文
」
に
も
見
ら
れ
ず
'
他
の
親
書
に
も
1
致
し
な
い

音
注
が
有
る
。
そ
の
該
当
例
は
'
乙
種
損
点
の
「
剣
」
　
(
東
山
御
文
庫
蔵
本
覆

製
十
三
才
8
)
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
許
蛇
は
'
乙
種
挺
点
と
し
て
単
独
に

・- 388--



加
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
-
'
尖
は
、
加
え
ら
れ
て
い
た
角
邦
点
を
枚
に
上
か

ら
な
ぞ
っ
た
も
の
と
解
釈
出
来
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
'
朱
点
・
墨
点
で
は
へ

こ
の
様
な
「
経
典
釈
文
」
に
も
無
-
'
湖
f
:
I
に
も
合
致
し
な
い
和
風
昔
注
は
'

即
独
で
は
7
例
も
加
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

杓
筆
点
で
は
'
:
こ
れ
に
対
し
て
「
剥
」
自
」
と
い
う
和
風
音
江
が
加
え
ら
れ
て

い
る
と
諾
う
事
に
な
る
。
伯
し
杓
筆
点
で
は
こ
れ
の
み
し
か
解
説
出
来
な
い

(
注
▲
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
　
ヽ

(
I
:
S
打
の
際
抹
%
=
-
r
j
れ
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
)
為
に
'
角
筆
点
は
全
て
和
風
音

注
で
加
え
ら
れ
る
と
い
う
性
格
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
断
定
出
来
な
い
。

以
上
を
要
約
す
る
と
次
の
様
に
な
る
。

水
虫
料
に
放
る
昔
注
は
'
企
て
反
切
・
同
音
字
江
の
み
で
あ
っ
て
'
仮
名
に

依
る
も
の
は
7
切
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
且
、
こ
の
音
注
の
中
、
朱
点
・
墨
点

は
全
て
山
ハ
拠
を
訂
す
る
正
式
音
注
で
あ
り
、
角
筆
点
は
和
風
音
注
で
加
え
ら
れ

て
い
る
3
乙
秤
昂
点
に
T
例
和
風
音
江
が
見
ら
れ
る
の
は
'
角
筆
点
を
な
ぞ
っ

た
も
の
で
あ
り
'
本
来
の
音
往
で
は
な
い
と
解
釈
出
来
る
。

_
O
毛
詩
唐
風
残
巻
平
安
中
期
点

本
斑
料
に
は
'
酌
芸
∵
朱
点
及
び
角
筆
点
の
仮
名
・
ヲ
コ
-
点
・
晋
注
が
加

え
ら
れ
て
い
る
.
木
染
料
で
注
目
す
べ
き
は
'
朱
点
・
昂
点
の
仮
名
訓
が
柏
小

字
で
I
=
入
れ
ら
れ
て
い
る
に
対
し
、
字
音
注
は
後
I
L
と
の
訓
点
弐
料
に
於
る
と
同

じ
大
き
-
苫
入
れ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
点
先
の
古
文
尚
書
と
相
違
す

る
.
尚
角
筆
点
は
古
文
尚
書
と
同
じ
-
特
に
小
吉
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
は
無
い
.

今
'
こ
れ
等
の
乃
入
れ
を
'
字
音
注
の
み
に
間
し
て
み
れ
ば
'
朱
点
・
損
点

で
は
五
十
七
条
六
十
凹
例
の
音
江
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
'
そ
れ
等
は

全
て
反
切
注
で
あ
り
'
仮
名
性
は
1
切
軍
り
れ
な
い
。
且
そ
れ
等
の
出
典
は

ー
「
経
典
釈
文
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
O
従
っ
て
へ
木
斑
料
に
於
て
も
'
朱
点
・

E
t
:
古
…
の
井
蛙
は
全
て
典
拠
の
祈
る
正
式
音
蛇
の
み
と
い
う
郡
に
な
る
o

こ
れ
に
対
し
'
角
筆
点
で
の
音
注
は
、
仮
名
又
は
同
音
字
注
で
あ
る
。
そ
の

例
は
次
の
如
-
で
あ
る
。

、
(
S
r
l
)
'
　
　
(
聖
'
<
?
"
(
'
&
)
'
-
:
.
,
ヒ
(
S
)
'
杖
天
い
(
S
)
'
革
s
(
&
)

相
九
(
聖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
(
　
)
内
は
覆
製
本
行
放
)

こ
3
中
'
同
蝣
;
;
・
;
}
.
に
依
る
-
?
:
江
「
川
(
　
糾
-
:
i
J
母
-
-
(
^
S
n
>
。
)
」
は
邦
的
f
-
汀

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
へ
本
資
料
に
於
て
も
'
朱
点
・
料
点
で
は
正
式
評
注
の
み
で
和
風
音

江
を
1
切
含
ま
ず
'
角
筆
点
で
は
'
正
式
音
注
は
一
切
含
ま
ず
'
和
風
音
注
の

み
で
加
点
さ
れ
て
い
る
郡
に
な
る
。

O
S
.
 
'
-
-
糾
蛇
仲
天
賦
点

吉
沢
畑
土
に
依
れ
ば
'
本
資
料
は
'
汀
1
米
-
ヲ
コ
-
点
・
仮
名
・
声
点
'

第
二
S
i
-
S
召
上
、
第
三
朱
-
同
上
、
第
四
白
粉
-
仮
名
・
声
点
'
第
五
六
-
仮

(注IO)

賓
第
六
1
-
仮
名
・
声
点
t
で
六
比
に
H
Q
つ
て
加
点
さ
れ
て
い
る
O
更
に
新

3
那
E
X

た
に
角
筆
点
の
声
点
・
仮
名
が
加
え
ら
れ
て
い
る
串
が
判
明
し
た
。

木
資
料
の
調
査
は
覆
製
本
に
依
っ
た
為
'
朱
・
墨
・
青
・
芸
の
分
別
が
詳
ら

か
で
は
な
-
'
以
下
1
托
し
て
取
扱
う
。

ま
ず
全
休
の
書
入
れ
字
体
の
大
き
さ
を
光
る
に
'
朱
・
墨
点
等
で
は
'
仮
名

訓
は
先
の
二
資
料
に
比
較
す
れ
ば
や
や
大
き
日
で
あ
る
が
'
平
安
後
期
以
降
の

点
本
に
比
較
す
れ
ば
、
未
だ
小
さ
い
。
反
切
注
・
同
音
字
注
の
字
体
は
、
総
体

的
に
仮
銘
V
+
休
よ
り
大
き
い
。
こ
れ
は
毛
詩
残
巻
に
通
じ
る
所
で
あ
る
.
白
粉
・

角
邪
の
字
体
は
柘
め
て
大
き
-
'
先
の
二
貿
料
と
同
様
で
あ
る
'

次
に
孫
点
の
字
音
注
の
形
態
と
数
恩
に
つ
い
て
見
る
。

朱
・
祁
点
等
で
は
'
反
切
・
同
音
字
注
を
文
体
と
し
、
仮
名
注
が
何
か
に
見

389



ら
れ
る
.
そ
の
教
義
は
'
反
切
・
同
音
字
江
約
二
百
八
十
条
'
仮
名
注
二
十
三

例
が
救
え
ら
れ
る
。
こ
の
反
切
・
同
音
字
注
は
そ
の
折
ど
が
山
-
=
ハ
を
持
つ
。
そ

C
.
;
'
.
 
"
.
!
蝣
'
-
∴
伝
い
∵
'
i
'
-
i
;
 
、
J
~
J
f
-
'
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
>
'
-
サ
・
㍉
t
f
:

ヽ

　

ヽ

広
糊
と
1
致
す
る
例
数
一
.

「
切
棚
」
-
・
・
・
-
反
切
注
1
¥
p

「
玉
抗
」
-
-
・
・
・
反
切
江
3
/
3

「
文
退
　
決
」
-
反
切
注
1
/
1
'
同
廿
宇
蛇
リ
】
/
リ
一

「
文
退
旺
」
・
・
・
-
反
切
注
1
/
1

「
災
」
・
・
・
-
-
・
・
・
反
切
注
以
/
聖
同
音
字
往
3
2
/
淵

「
訓
」
-
-
-
-
反
切
注
6
/
8
'
同
音
字
往
り
】
/
5

「
附
i
l
E
班
」
-
・
・
・
反
切
往
S
;
¥
;
'
同
音
字
往
2
9
/
凱

「
出
典
不
明
」
-
反
切
注
3
¥
S
、
同
音
字
注

右
の
山
典
の
あ
る
音
注
が
企
て
正
式
昔
江
で
あ
る
叫
は
言
う
ま
で
も
無
い
。

そ
れ
等
が
広
親
と
大
体
八
十
%
前
後
の
一
致
率
し
か
示
さ
な
い
も
の
の
有
る
事

に
つ
い
て
は
(
和
風
反
切
の
混
入
で
は
な
-
)
別
に
孝
与
り
れ
る
所
で
あ
る
.

と
こ
ろ
で
「
出
典
不
明
」
と
し
た
も
の
の
中
、
同
音
字
江
に
於
て
は
'
広
親

と
三
十
六
%
の
1
致
率
し
か
示
さ
な
い
。
こ
れ
は
、
こ
の
群
の
評
注
の
巾
に
和

風
の
同
甘
字
江
が
含
ま
れ
て
い
る
現
に
起
関
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
'

次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

(
(
)
内
は
額
製
本
行
数
)

従
っ
て
'
木
貿
料
で
は
'
米
・
糾
点
に
於
て
も
j

E
式
音
注
の
み
で
な
く
和

風
音
.
t
j
も
加
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
0

次
に
'
自
点
は
主
と
し
て
仮
裁
注
で
加
え
ら
れ
'
同
音
字
注
が
伍
か
に
見
ら
れ

る
3
そ
の
数
最
は
仮
名
江
約
百
五
十
例
'
同
音
字
往
二
十
四
例
で
あ
り
、
こ
の

同
-
H
-
V
ナ
注
の
中
'
践
か
に
六
例
し
か
広
湖
と
7
致
し
な
い
餌
に
依
り
'
全
体
が

和
脱
昔
江
郡
で
あ
る
と
孝
冬
り
れ
る
。
尚
へ
反
切
注
は
T
例
も
加
え
ら
れ
て
い

y
&
m

以
上
を
要
約
す
る
と
、
米
・
r
-
-
i
点
等
に
も
和
風
昔
注
が
見
ら
れ
る
が
'
そ
の

数
と
は
総
体
的
に
少
い
の
で
あ
っ
て
'
木
斑
料
に
於
て
も
'
「
朱
・
串
点
等
で

は
正
式
音
堕
自
点
・
灼
筆
古
i
p
は
和
凪
井
蛙
が
加
え
ら
れ
て
い
る
」
と
¥
¥
"
2
*
乙
'

_
サ
'
j
-
サ
ー
'
∴
い
¥
1
'
"
-
-
.
'
,
'
-
'
.
-
-
.
.
'
・
ト
、
‥
、
F
.

製
本
で
は
殆
ど
解
説
出
来
な
い
が
'
「
認
て
*
M
L
「
駅
ハ
ウ
(
S
B
)
」
「
汎
ハ
▲

(
S
)
」
「
施
し
毛
(
別
)
」
の
如
き
例
は
写
真
に
卑
見
'
こ
れ
等
に
依
っ
て
仮
名

又
は
同
廿
-
^
-
,
に
依
る
和
凪
音
蛇
で
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
事
が
明
ら
か
で
あ

る
9

・
・
言
‥
」
J
t
二
:
-
*
-
:
'
蝣
-
-
?
.
'
-
-
-
-
蝣
蝣
-

び
望
月
州
に
依
っ
て
締
め
る
と
次
の
様
に
な
る
。
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救
荒
　
(
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)

聾
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屯
　
(
I
)

焼
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岨
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毛
一
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右
表
を
木
に
先
に
検
討
し
た
所
を
併
せ
考
え
る
に
'
次
の
様
な
事
が
指
摘
出

来
る
。節
T
に
朱
・
重
点
等
と
白
粉
・
角
筆
点
と
の
問
に
機
能
的
な
相
違
が
有
っ
た

と
ギ
え
ら
れ
る
部
.

奈
良
末
・
平
安
初
期
に
洪
籍
が
中
国
語
音
に
依
っ
て
字
音
垣
読
さ
れ
て
い
た

(
注
7
)

事
は
'
中
田
博
士
の
説
か
れ
た
所
で
あ
る
。
こ
れ
を
文
献
上
か
ら
言
え
ば
、
次

の
様
な
記
録
等
が
そ
の
傍
証
の
一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
「
学
令
云
F
学
生

先
説
経
文
通
熟
然
後
講
義
し
今
依
此
文
明
経
生
必
就
音
博
士
説
五
経
音
然
後
講

義
」
(
「
令
義
解
」
)
。
こ
の
「
読
五
経
音
」
が
当
時
の
中
国
語
昔
(
挟
音
)
　
で
あ

っ
た
ろ
う
事
は
、
音
博
士
に
中
国
人
が
登
用
さ
れ
て
い
た
事
等
に
依
っ
て
知
ら

れ
る
所
で
あ
る
。
斯
-
の
如
き
事
情
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
右
述
の
平
安
中
期

の
三
党
料
に
於
て
'
朱
点
や
基
点
の
音
在
に
'
止
式
な
音
注
し
か
加
え
ら
れ
て

い
な
い
の
は
'
そ
れ
等
の
音
注
が
中
国
原
音
に
忠
実
に
読
む
為
に
利
用
さ
れ
て

い
た
為
と
孝
与
り
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
'
角
節
点
及
び
白
点
に
利
風

音
往
し
か
加
え
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
既
に
'
平
安
中
期
の
漢
籍
訓
読
に
於
て
、

和
風
化
し
た
洪
字
音
で
読
む
似
合
が
生
じ
て
い
た
串
を
託
す
る
も
の
で
あ
る
が
'

更
に
重
要
な
事
は
'
そ
れ
が
、
私
的
な
似
合
に
限
ら
れ
て
い
た
と
孝
冬
ら
れ
る

事
で
あ
る
。
即
ち
、
朱
点
や
損
点
が
'
他
人
を
意
識
し
た
公
的
な
似
合
の
訓
読

の
為
に
加
え
ら
れ
た
の
に
対
し
、
角
筆
点
や
自
点
が
'
朋
人
の
私
的
肺
忘
の
為

に
加
え
ら
れ
る
と
い
う
機
能
上
の
相
違
が
有
っ
た
所
に
起
囚
す
る
両
者
の
差
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
洪
籍
訓
読
の
際
'
和
訓
と
字
音
と
に
対
し
て
忠
誠
上
の
相
速
が
射

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
郡
。

こ
の
事
は
'
毛
詩
残
巻
及
び
洪
古
勘
雄
侍
に
於
る
字
^
姓
の
古
入
れ
が
'
和

訓
注
に
比
較
し
て
、
か
な
り
大
き
な
字
体
で
雷
入
れ
ら
れ
て
い
る
事
に
依
っ
て

孝
与
り
れ
る
所
で
あ
る
。
こ
れ
は
亦
'
正
式
な
反
切
柱
や
同
音
字
が
'
印
な
る

私
的
備
忘
の
為
で
な
く
洪
籍
訓
読
の
1
方
法
と
し
て
、
公
的
に
認
め
ら
れ
て

来
た
と
把
挺
す
る
叫
が
出
来
る
。
換
言
す
れ
ば
、
扶
持
訓
説
の
書
入
れ
に
於
て
'

鼓
初
に
私
的
僻
忘
的
な
機
能
が
失
な
わ
れ
て
行
-
の
は
、
字
音
注
で
あ
っ
た
と

言
う
事
に
な
る
で
あ
ろ
う
.

節
三
に
'
お
の
三
資
料
の
中
'
最
も
新
ら
し
い
淡
朔
日
以
雄
侍
天
僻
点
に
於
て
'

朱
点
や
重
点
で
も
和
風
音
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
は
'
中
国
語
音
(
即
ち
当

時
の
i
L
㌫
-
軸
　
　
の
日
本
化
を
示
す
s
s
と
け
,
1
1
'
¥
'
-
'
-
t
v
る
叫
。
即
+
-
 
-
'
蝣
-
 
-
約

大
磨
正
音
と
し
て
思
尖
に
学
習
さ
れ
て
い
た
所
の
洪
音
が
漸
次
和
化
し
て
行
っ

た
、
そ
し
て
そ
れ
を
当
時
の
学
習
者
が
足
認
し
て
行
っ
た
叫
を
示
す
と
推
定
す

る
。
こ
の
節
に
つ
い
て
は
'
次
期
の
貿
料
と
併
せ
て
考
え
る
郡
に
す
る
。

二
、
平
安
後
期
以
後
の
書
入
れ
形
態

次
に
へ
右
述
し
た
平
安
中
期
の
字
音
注
の
諾
入
れ
形
態
が
'
平
安
腰
期
以
後

ど
の
様
に
推
移
し
て
行
っ
た
か
を
概
観
す
る
。

○
史
記
R
后
本
紀
抵
久
点

加
点
は
朱
ヲ
コ
-
点
へ
撰
仮
名
・
音
注
等
で
、
自
点
'
乃
筆
点
は
無
い
。
昔

入
れ
字
体
は
仮
薪
'
音
江
北
八
に
同
大
と
考
え
ら
れ
る
　
　
技
は
仮
名
に
依
る
も
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打
と
反
切
(
向
音
字
)
　
に
依
る
も
の
と
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
反
切
は
い

ず
れ
も
正
式
音
注
と
寧
与
り
れ
る
。
出
典
を
明
示
し
て
い
な
い

乱
射
衣
反
二
オ
1
0
)

数
色
焼
反
二
オ
1
)

二';--I

‥
-
・
"
-
 
'
"
*
'
"
'
"
'
三
・
:
・
⊥

批
直
禁
反
三
オ
1
0
)

等
も
切
哉
系
親
告
の
反
的
形
と
全
同
の
も
の
が
射
り
'
全
体
に
同
音
を
示
す
反

切
で
あ
る
か
ら
'
何
ら
か
の
-
=
ハ
拠
　
二
つ
と
は
限
ら
な
い
)
　
を
布
す
る
は
ず
で

あ
る
。
出
典
を
示
し
た
も
の
の
中
、

幾
貞
其
紀
反
(
言
1
)

令
貞
音
齢
(
二
ウ
3
)

他
貞
音
肝
玉
ウ
5
)

等
は
「
司
馬
貞
」
の
「
史
記
黙
隠
」
か
ら
か
と
思
わ
れ
'

-
(
;
-
.
 
-
-
.
)

ー

　

二

日

'

-

-

I

∵

-

-

(

蝣

'

.

 

-

 

-

-

)

汀HH

等
は
「
緋
誕
生
」
の
「
史
記
廿
」
が
典
拠
で
あ
ろ
う
。
仮
名
に
依
る
廿
注
が
和

風
音
江
で
あ
る
事
は
・
亭
っ
ま
で
も
な
い
。

尚
、
僚
巻
の
孝
文
本
紀
に
つ
い
て
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
為
詳
細
は
省
略
す

る
。
○
文
集
巻
三
'
四
天
永
点

朱
ヲ
コ
ト
点
'
r
f
e
仮
名
・
音
注
は
史
記
に
同
じ
へ
仙
し
本
K
t
料
に
は
角
節
点

(
注
8
)

が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
覆
製
本
に
依
っ
た
為
に
詳
細
は
不
判
で
言
及
が
不
可

能
で
あ
る
。

音
注
は
反
切
一
同
音
字
)
　
と
仮
名
と
で
加
え
ら
れ
て
い
る
。
反
切
注
は
全
体

に
少
な
い
。
こ
れ
は
時
代
が
降
る
為
に
減
少
し
た
串
も
考
え
ら
れ
る
が
'
そ
の

理
由
に
依
る
よ
り
も
'
文
集
の
学
習
に
於
て
特
定
の
参
考
T
-
J
i
が
無
か
っ
た
事
を

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
0
本
資
料
の
反
切
・
同
　
字
注
は
'

漫
武
安
反
水
人
員

増
音
俊

′

-

-

・1=]・・I・・ i'・3;・,.1Jl・...I

卜
切
古
恩
反

1
-
惣
杓
3
1
-
-

i
:
ォ
・
-
・
=

!・.・:・:・=・
i

撰
五
胡
畷
反

・・.. ・--T=.1・.

等
の
如
く
で
あ
っ
て
'
こ
の
申
「
切
」
　
「
玉
」
と
あ
る
の
は
、
切
韻
と
玉
篤
と

が
典
拠
で
あ
り
'
他
の
反
切
も
切
紙
と
同
音
と
な
る
の
で
何
ら
か
の
典
拠
の
存

す
る
正
式
音
江
と
考
え
ら
れ
る
.
こ
れ
に
対
し
て
'
同
音
字
注
の
「
～
」
と
あ

る
も
の
は
切
訊
系
音
と
1
致
せ
ず
'
こ
れ
等
は
倉
掛
昔
・
間
捌
音
・
招
音
は
・

入
声
親
尼
等
'
我
が
国
個
布
の
音
瑞
に
本
来
存
し
な
い
音
が
仮
名
で
は
転
写
し

に
-
い
為
に
採
用
さ
れ
た
和
風
の
賓
似
昔
を
有
す
る
.
h
J
字
7
字
に
依
る
音
江
と
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考
与
ら
れ
る
。

・
〇
春
秋
経
伝
柴
鮒
保
姫
点

朱
ヲ
コ
-
点
'
韻
仮
名
・
古
注
の
形
式
は
史
記
・
文
炎
に
同
じ
で
あ
る
3
音

注
は
反
切
(
同
音
字
)
　
に
依
る
正
式
音
注
と
仮
名
古
江
と
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

反
切
抜
は
殆
ど
経
典
別
文
か
ら
の
引
用
で
あ
り
、
「
迎
切
熟
敬
反
」
　
1
例
が
切

韻
か
ら
の
引
用
に
す
ぎ
な
い
。
経
典
釈
文
か
ら
の
引
川
音
注
を
若
干
例
示
せ
ば

次
の
如
く
で
あ
る
。

独
自
の
学
習
形
能
ご
せ
取
ら
ざ
る
を
得
ず
必
然
的
に
和
瓜
味
の
強
い
音
注
も
採
用

さ
れ
ざ
る
を
柑
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

○
古
文
孝
紅
建
久
六
年
点

朱
ヲ
コ
ト
点
'
興
仮
名
・
吉
江
が
加
え
ら
れ
て
い
る
.
音
柱
は
反
切
注
・
同

音
注
と
片
仮
名
が
祈
る
が
、
こ
の
中
'
反
切
注
は
全
巻
中
の
梓
の
部
分
の
み
に

加
え
ら
れ
て
お
り
'
そ
の
山
ハ
抱
は
次
の
如
-
「
玉
抗
」
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

常
足
羊
反
　
葱
隷
万
象
名
義
)
　
祝
草
反

.
・
U
-
I
J
;
蝣
・
:
.
'
.
-
付
　
、

・

蝣

-

J

i

:

"

'

.

-

'

自
社
本
反

共
芳
尾
反

・

.

い

-

/

・

-

.

'

舎
昔
拾

公
初
瓜
反

蝣'/音恭

.
ニ
~
/

I.-つ

音
蟹

一
辿
志
.
>
-
・
㌧
木
.
t
典
釈
r
/
)

七
峨
反
木
亦
作
褒

亡--J¥-J

従
木
反

・̂
ir.j/

尺
讃
反

音
拾
初
息
反

音
恭
音
蟹

道
徒
老
反

i・:i;.;]・・

>
v

'

:

 

-

'

・

'

丹
子
勘
反

r¥-.,....,

問
居
閑
反

敷
撫
供
反

'nsl-'

く
　
　
　
　
　
従
老
反

ヽ
′
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
′
ヽ

ヽ
′
＼

ヽ
′
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ
′
ヽ

漬
似
反

i
3
S
3
圃

赦
得
反

子
勘
反

魚
戟
反

r̂
j-zrf反

撫
供
反

居
効
反

ド
蝣
-
i
'
.
-
'
-
.
'
-
.
-
v
"
　
ト
」
-
-
蝣
蝣
-
・
蝣
蝣
1
-
~
'
,
l
-
¥
i
;
_
¥
>
:
;
一

尚
'
本
書
の
似
合
、
仮
名
昔
注
の
比
率
は
反
切
注
に
比
し
て
少
な
い
。
は
ば

同
時
期
の
前
記
文
共
の
似
合
と
こ
の
点
や
や
幌
向
を
共
に
す
る
の
で
あ
る
が
'

そ
の
原
因
は
恐
ら
く
紐
　
で
あ
る
本
吉
の
学
習
が
伝
統
的
に
「
維
ー
=
L
ハ
別
文
」
に

依
拠
す
る
学
問
方
法
を
耽
っ
て
来
た
所
に
存
す
る
で
あ
ろ
う
。
文
鮎
の
似
合
'

二
　
　
　
一
.
f
ハ
ォ
i
l
*
!
　
　
　
　
仕
.
U
ハ
1
.
 
"
.
;
;
・
　
∵
:
'
　
圧
*
'
・
'
-
.
"
�
"
l
'
炊
.
.
I

(
以
下
略
)

右
に
示
し
た
却
-
万
象
名
義
(
玉
茄
を
本
に
碗
述
さ
れ
た
)
と
完
全
に
1
致
し

な
い
が
そ
の
全
休
的
傾
向
を
見
る
に
は
ば
そ
れ
と
1
致
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

原
本
系
玉
筋
の
1
本
を
以
て
加
点
し
た
も
の
と
考
え
て
差
し
支
え
無
い
と
考
え

一
る
。提
吉
で
あ
る
木
油
日
が
玉
抗
を
参
照
し
た
の
は
'
丁
比
へ
孝
紐
の
序
文
の
部
分

は
経
典
釈
文
に
注
が
存
在
し
な
い
一
駅
文
は
本
文
の
み
に
し
か
注
釈
が
加
え
ら



れ
て
い
な
い
)
　
部
と
旧
係
が
射
る
で
あ
ろ
う
。

尚
'
序
文
の
部
分
の
右
に
示
し
た
如
き
反
切
江
は
全
て
該
字
の
左
脚
に
加
え

ら
れ
て
い
る
事
も
注
意
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

次
に
'
序
文
及
び
本
文
に
は
偵
か
に
同
音
字
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

例
は
次
の
如
-
で
あ
る
。

問

E

3

3

塾

抹
油

t
i
t
'
拓甘
心

[
1

1
c
:
㌫
匹
　
　
(
以
上
序
部
の
例
)

専
心
参嘩

・
S
f
f
i
:
岬

甘
煮
音
井

i
t
.
=
r

ォ
;
」
将
　
　
(
以
上
木
文
部
の
例
)

こ
れ
等
は
特
定
の
出
　
ハ
が
想
・
:
j
出
来
ず
'
恐
ら
-
仮
裁
許
江
に
準
ず
る
和
風
音

注
と
し
て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
'
本
資
料
で
は
へ
　
そ
の
正
式
音
往
た
る
反
切
注
は
既
に
視
点
か
ら
の

形
式
的
な
引
用
で
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
出
来
る
の
で
あ
る
。

○
古
文
孝
経
仁
治
二
年
点

朱
ヲ
コ
ト
点
'
畏
仮
名
で
加
点
さ
れ
て
い
る
　
蝣
s
注
は
、
梯
部
・
本
文
部
共

に
片
仮
名
の
み
で
反
切
注
及
び
同
音
字
注
は
一
切
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
先
の

建
久
点
に
反
切
が
序
部
の
み
で
両
も
該
字
の
左
側
の
み
に
加
点
さ
れ
て
い
た
情

疏
-
形
式
的
引
用
の
情
況
I
か
ら
進
ん
で
'
こ
こ
で
は
そ
の
不
用
な
反
切
注
が

形
式
的
に
も
引
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
餌
が
山
釆
る
で
あ
ろ
う
。

○
古
文
孝
維
妃
治
三
咋
点

朱
ヲ
コ
ト
点
t
 
q
.
仮
名
で
加
点
さ
れ
て
い
る
。
甘
純
は
姉
ん
ど
仮
名
注
で
'

反
切
注
は
1
切
如
く
'
同
音
字
注
が
次
の
如
-
幌
か
に
見
ら
れ
る
。

修
」
周
こ
は
音
の
略
符
)

n
L
P

u

別
]
黄
銅

キ照
」
^
　
(
I
I
川
)

腎
」
円
楽
」
洛

132爽」
早

充
」
秋

′
ヰ
プ
ウ

弱
　
」
共

*

・

<

KSfi
蹄
」
用

'
ウ

こ
れ
等
同
音
字
姓
は
先
の
仁
治
点
と
共
通
す
る
も
の
が
射
る
事
か
ら
知
ら
れ
る

如
く
'
い
ず
れ
も
和
凪
昔
注
で
あ
る
。
そ
し
て
恐
ら
-
古
い
祖
本
か
ら
の
移
点

に
依
っ
て
残
っ
た
も
の
と
考
与
り
れ
る
。
文
集
の
所
で
述
べ
た
様
に
平
安
後
粗

ま
で
の
和
風
昔
注
で
は
仮
名
で
転
写
し
難
い
捌
音
や
別
廿
・
入
声
音
を
同
晋
字

で
表
記
す
る
傾
向
が
著
し
い
。
鎌
倉
時
代
の
同
音
字
注
は
そ
う
い
う
時
代
の
古

い
姿
が
博
士
家
と
い
う
家
学
の
保
守
性
の
故
に
残
っ
た
も
の
と
写
冬
ら
れ
る
で

E
s
s
n
a

O
論
語
巻
四
茄
元
元
年
点

391



朱
ヲ
コ
-
点
'
畏
仮
名
で
加
点
さ
れ
て
い
る
。
音
注
は
反
切
(
同
音
字
)
　
注

と
片
仮
名
音
注
で
加
え
ら
れ
て
い
る
。
反
切
注
は
繕
1
-
-
1
ハ
釈
文
か
ら
の
引
用
で
あ

り
若
干
例
を
不
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

・
'
s
'
i
l
て
斥

けTfci.'.

為
ナ
偽
反

T
i
u
魚
釣
反

I

　

3

訳
縦
用
反

間
円
ご
J
・

盟
H
5
S

相
子
托
反

=
?
*
水
1
ハ

ヽ
′
一
り

(

d

サ

0

川
　
　
　
　
(
5
⊥
w
.
志
柴
本
に
同
じ
)

輿
右
の
諸
例
は
論
語
本
文
を
訓
読
す
る
際
必
ず
音
読
さ
れ
る
も
の
に
加
え

て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
「
復
」
は
「
扶
又
反
」
去
声
の
「
マ
タ
」
の

意
で
本
文
を
読
む
耶
萱
不
L
t
　
「
与
」
は
「
音
飴
」
で
疑
問
助
辞
「
カ
」
で
読

タ
レ
-
蝣
-
-
蝣
-
#
I
I
カ
t
I
▲

む
郡
を
ポ
し
(
本
文
傍
訓
「
誰
-
輿
　
」
と
あ
る
)
　
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
等
は
要
す
る
に
取
義
の
為
に
正
式
音
注
を
援
用
し
た
も
の
で
あ
る
.
亦
別
に

「
俳
」
　
「
将
」
　
「
馬
」
等
は
本
文
訓
読
に
於
て
音
読
さ
れ
て
お
り
'
そ
の
場
合

本
資
料
で
は
必
ず
仮
名
音
注
も
併
記
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
仮

名
音
注
が
必
ず
併
記
さ
れ
て
い
る
点
は
、
こ
れ
等
経
典
釈
文
か
ら
の
反
切
注
が

古
い
祖
本
か
ら
の
移
点
の
姿
を
止
め
た
も
の
で
あ
る
郡
を
予
想
さ
せ
る
で
あ
ろ

う
。
言
わ
ば
こ
の
期
よ
り
1
時
期
前
の
学
問
形
態
を
移
点
と
い
う
行
為
を
f
"
R
し

て
保
田
し
た
に
す
ぎ
な
い
叫
を
物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
事
は
'
同
じ

-
高
山
寺
に
械
さ
れ
て
い
る
清
原
本
論
語
-
本
資
料
は
こ
の
中
原
本
よ
り
古
い

(
往
け
)

書
写
と
考
え
ら
れ
る
-
に
は
1
切
経
典
釈
文
か
ら
の
引
用
反
切
注
は
存
在
せ
ず
'

音
注
は
全
て
片
仮
名
音
注
の
み
で
あ
る
郡
が
孝
h
J
合
さ
れ
る
。
勿
論
'
縄
山
ハ
釈

文
を
引
用
す
る
か
し
な
い
か
-
そ
れ
に
依
っ
て
学
習
す
る
か
し
な
い
か
-
に
は

清
原
家
・
中
脱
衣
と
い
う
家
学
の
性
格
に
差
異
も
存
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
が
'

清
原
家
が
全
-
維
蛸
別
文
を
利
用
し
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
'
む
し
ろ
'

清
原
本
論
語
は
班
に
そ
の
期
の
洪
音
学
習
に
実
際
上
不
必
要
と
な
っ
た
正
式
昔

注
を
省
略
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

中
原
本
が
移
点
本
で
あ
る
事
は
そ
の
奥
書
が
明
瞭
に
物
語
り
、
本
奥
古
「
安

C
l
 
l
l
l
!
八
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
中
尿
)

貞
二
年
六
月
十
五
日
以
直
講
師
行
宏
之
本
音
写
了
/
合
謎
本
畢
」
に
依
っ
て
'

少
く
と
も
安
貞
二
年
鎌
倉
初
期
ま
で
は
そ
の
視
点
加
点
時
を
遡
る
郡
が
出
来
る
。

斯
-
し
て
'
本
資
料
反
切
は
祖
点
の
苫
入
れ
形
態
を
止
め
る
も
の
で
あ
り
、
常

に
仮
名
古
住
と
桝
記
し
て
あ
る
事
に
依
っ
て
'
尖
質
的
に
形
式
的
引
用
で
あ
っ

た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

○
尚
㌫
巻
六
元
祖
二
年
点

朱
点
'
損
仮
名
で
加
点
さ
れ
て
い
る
。
音
注
は
反
切
注
と
仮
名
注
が
有
る
が
'

反
切
注
は
い
ず
れ
も
践
-
I
(
釈
文
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
若
干
例
を
示
す
と
次
の

如
-
で
あ
る
。
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荷
B
l
f
Z
M
Z
-
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蝣
」
X
;
h
但
反

画
面
中
反

~
-
-
x
ト
:

打
川
>
:
-
?
j
;
*
<
尽
;
・
:
し

(
也
忘
'
-
,
*
)

如
鋭
反
二
国
名

丁
但
反

耐
善
反

共
報
反
注
下
関

苦
溢
反

そ
し
て
こ
れ
等
絶
-
=
ハ
別
文
か
ら
の
引
用
音
注
は
、
該
蝣
*
^
-
,
の
左
川
に
書
き
加
え
ら



れ
る
の
を
原
則
と
し
て
い
る
3
右
側
に
加
え
ら
れ
て
い
る
以
合
も
常
に
仮
裁
廿

注
と
併
記
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
'
こ
の
点
'
前
記
申
J
i
S
本
論
語
軍
冗
点
と
北
(
迅

す
る
所
で
あ
る
。
こ
の
様
に
経
典
釈
文
か
ら
の
引
用
注
を
技
存
せ
し
め
て
い
る

の
は
'
本
書
も
'
そ
の
奥
書
「
元
徳
二
年
七
月
九
日
書
潟
撃
/
縫
殿
権
助
中
原

康
降
元
押
)
」
云
～
か
ら
型
b
か
な
様
に
'
中
原
家
の
点
本
で
あ
る
事
と
関
係

態
及
び
数
蛍
に
依
っ
て
締
め
る
と
次
の
様
に
な
る
。

が
有
ろ
う
。

○
毛
詩
巻
1
永
正
十
八
年
点

(
i
z
H
)

朱
ヲ
コ
-
点
、
皐
仮
名
で
加
点
さ
れ
て
い
る
。
音
注
は
本
巻
で
は
全
て
仮
名

の
み
で
反
切
注
は
企
-
見
ら
れ
な
い
。
但
し
、
同
v
!
-
t

f
t
-
1
字
注
が
左
の
二
例
見
山
さ

-
・
*
・
.
*

拭
-
蝣
-
-
I
,
(
二
例
)

s
i
氾
首
相

共
に
通
志
堂
本
の
該
当
部
分
に
同
じ
音
注
が
見
ら
れ
へ
そ
れ
か
ら
の
引
用
注
が

残
っ
た
正
式
音
注
と
見
ら
れ
る
。

S
M
S
脚

本
吉
は
「
永
正
十
八
年
五
月
六
日
於
月
尉
寺
亜
相
中
講
尺
了
従
三
位
前
原
宜

祭
」
の
奥
書
に
依
り
宜
距
の
加
点
で
あ
る
が
'
そ
の
祖
本
は
本
奥
書
「
承
安
凹

年
九
月
十
九
日
朝
間
箔
老
眼
加
仮
字
反
音
等
了
毛
詩
之
説
既
以
分
別
好
郡
之
徒

何
不
悦
目
平
'
大
外
史
桁
判
」
に
依
り
承
安
四
年
ま
で
遡
り
得
る
。
そ
し
て
そ

こ
で
は
仮
名
の
他
に
「
反
音
」
(
釈
文
の
反
切
注
)
が
讃
き
加
え
ら
れ
て
い
た
と

考
え
る
。
従
っ
て
'
宜
兜
の
時
代
は
そ
の
反
切
注
は
全
て
削
除
さ
れ
'
僅
か
三

例
の
同
音
字
注
の
み
が
残
さ
れ
、
殆
ど
仮
名
音
注
の
み
に
依
っ
て
加
点
さ
れ
た

事
が
明
ら
か
に
な
る
。

以
上
'
院
政
期
以
後
の
九
資
料
の
実
態
を
概
観
し
た
が
、
こ
れ
を
音
注
の
形

.

.

.

.

.
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=

∵

　

　

　

　

∴

　

　

　

　

'

欄
に
含
め
て
あ
る
)

山
。
7
.
&
T
.
V
.
'
　
　
　
　
　
∴
∴
　
言
　
　
　
　
、

定
の
学
習
参
考
書
を
有
す
る
も
の
と
'
然
ら
ざ
る
も
の
と
が
有
っ
て
'
単
に
数

墓
の
み
が
意
味
を
為
し
て
い
る
の
で
は
な
い
.
そ
の
叫
は
比
に
各
資
料
ご
と
の



検
討
の
項
で
言
及
し
た
点
で
あ
る
。
そ
の
点
を
前
斑
に
し
つ
つ
右
の
反
切
江
と

仮
名
注
の
比
率
の
違
い
を
見
る
時
'
院
政
期
ま
で
と
鎌
倉
期
以
後
と
に
や
は
り

大
き
な
断
層
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鎌
倉
期
以
後
の
只
料
で
は
反
切
注

を
残
す
割
合
の
高
い
も
の
も
存
す
る
が
へ
そ
の
場
合
は
常
に
左
脚
に
加
え
ら
れ

た
り
片
仮
名
音
注
と
併
記
さ
れ
た
り
し
て
お
り
、
そ
れ
等
正
式
音
注
は
実
質
的

な
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
た
と
孝
冬
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

平
安
後
期
か
ら
院
政
期
ま
で
の
資
料
で
は
反
切
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
場
合
常

に
右
俳
に
在
っ
て
然
も
仮
名
音
注
と
排
記
さ
れ
る
郡
は
鰯
い
と
言
え
る
。
数
立

上
へ
文
集
で
は
恰
も
鎌
倉
期
の
賀
料
の
如
-
仮
名
注
の
割
合
が
高
い
の
で
あ
る

が
'
こ
れ
は
'
文
集
が
相
に
そ
の
為
に
何
述
さ
れ
た
音
義
類
を
有
し
な
か
っ
た

事
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
と
考
与
り
れ
る
。
即
ち
'
典
拠
を
有
し
な
か
っ
た

為
に
和
風
音
注
が
優
先
し
た
と
孝
冬
り
れ
る
。
或
い
は
特
定
の
典
拠
を
布
し
な

か
っ
.
た
為
に
'
和
風
音
注
で
注
す
る
事
が
許
容
さ
れ
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な

い
。
こ
の
事
を
逆
に
言
え
ば
'
院
政
期
ま
で
は
'
特
定
の
典
拠
を
布
す
る
も
の

は
そ
れ
に
依
っ
て
読
む
の
が
正
統
な
学
問
形
態
で
あ
る
と
意
識
さ
れ
て
い
た
事

を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
の
様
な
意
識
が
尚
残
り

つ
つ
も
時
の
趨
勢
に
従
い
漸
次
洪
音
が
和
化
し
て
行
っ
た
。
そ
の
儀
向
は
既
に

平
安
中
期
の
沃
昏
松
雄
伝
天
暦
点
に
見
ら
れ
た
の
で
あ
り
'
そ
の
傾
向
が
7
層

顕
著
に
な
っ
た
の
が
平
安
後
期
～
院
政
期
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

右
の
様
な
往
昔
法
(
往
昔
形
態
)
　
の
変
遷
は
'
結
局
へ
日
本
漢
音
の
和
化
皮

を
反
映
し
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
洪
音
の
和
化
事
象
と
し
て
は
'

連
鞄
の
発
生
'
入
声
韻
尼
の
促
音
化
'
平
声
・
入
声
の
市
立
の
合
7
化
t
等
が

挙
げ
ら
れ
る
が
'
こ
れ
等
の
発
生
の
時
期
を
見
る
に
'
大
旨
院
政
期
以
後
に
文

(
注
l
)

献
に
登
っ
て
来
る
の
で
あ
り
、
本
稿
で
概
観
し
た
反
切
音
注
の
形
骸
化
と
軌
を

一
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
'
我
々
は
'
日
本
洪
井
の
i
E
し
い
伝
承
が

中
国
側
の
典
拠
有
る
止
式
音
注
の
利
用
と
い
う
事
に
依
っ
て
支
え
ら
れ
'
そ
の

利
用
が
形
骸
化
す
る
に
伴
っ
て
内
実
が
漸
次
中
国
脱
音
か
ら
遠
ざ
か
り
都
化
へ

の
移
行
を
完
了
し
た
と
い
う
背
景
を
見
出
す
事
が
山
来
る
と
増
え
る
の
で
あ
る
。

〔注〕l
、
吉
沢
義
則
「
尚
古
及
び
日
本
書
紀
古
抄
本
に
加
へ
ら
れ
た
る
平
古
止
即

に
就
き
て
」
(
「
国
語
国
文
の
研
究
」
所
収
)
。
小
林
芳
規
「
平
安
鎌
倉
時
代

に
於
け
る
E
J
和
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
」
参
照
。

2
'
注
1
引
用
番
七
二
一
頁
以
下
.

3
'
拙
稿
「
古
文
尚
書
平
安
中
期
点
の
字
音
注
記
の
山
仙
ハ
に
つ
い
て
」
(
「
国

語
・
-
蝣
蝣
蝣
I
,
」
J
?
S
≠
)
0

4
'
往
2
引
用
昏
六
九
三
頁
以
下
。

5
、
「
井
～
竹
m
先
生
退
変
唐
紗
洪
讃
松
雄
伝
訓
点
」
　
(
「
凹
語
説
鈴
」
所

収)0

6
'
注
2
引
用
書
七
〇
三
頁
。

7
'
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
・
総
論
箭
」
第
1
郁
第
1
牽
洪
文
の
音
読
。

8
'
小
林
芳
規
博
士
教
示
0

9
'
本
資
料
の
釈
文
引
用
注
の
性
格
に
つ
い
て
は
や
や
詳
し
-
別
に
言
及
し

た
　
(
拙
稿
「
中
原
本
論
語
巻
四
・
八
に
引
用
さ
れ
た
論
語
釈
文
の
性
格
と

訓
読
に
於
る
形
皆
に
つ
い
て
」
　
(
n
尚
山
寺
資
料
芯
古
第
九
冊
」
)
。

1
0
'
「
高
山
寺
資
料
芯
容
第
九
冊
」
所
収
小
林
芳
規
博
士
解
説
。

n
t
但
し
撹
製
本
の
解
説
に
依
れ
ば
'
僚
巻
の
別
巻
に
は
、
別
文
か
ら
の
引

用
注
が
存
す
る
様
で
あ
る
。

1
2
'
洪
音
の
通
約
及
び
促
音
化
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
洪
音
の
連
削
」
(
「
国

語
国
文
」
第
4
2
巻
1
2
号
)
へ
　
「
洪
字
音
に
於
る
促
音
の
憂
不
法
」
　
(
「
国
文
学

致
」
第
6
9
号
)
'
軽
霞
の
合
7
化
に
つ
い
て
は
'
杓
谷
宕
弘
「
国
吉
寮
本
文

鉛
秘
府
論
の
字
音
押
点
」
　
(
「
国
語
学
」
第
6
1
袋
)
が
有
る
。

一
信
州
大
学
助
教
授
)
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